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  令和７年度 第３回 大阪市立天下茶屋小学校 学校協議会 実施報告書 

    

校園名 大阪市立天下茶屋小学校 

 

                          校園長名   清原 良一    

日 時 令和８年３月６日(木) 

場 所 天下茶屋小学校 会議室 

出 

席 

者 

委員 

など 
（会長）１名 （委員）７名 

校園 校長 教頭 

区役所 まちづくり推進担当課長代理 

議題 

（１） 令和７年度「運営に関する計画(最終評価)」について 

（２） 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」「大阪市学力経年調査」「学校生活ア

ンケート」等について 

（３）その他 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(1) 

 

「運営に関する計画（最終評価）」

について共通理解が図れた。 

○小学校の課題に向けた取組については概ね

理解ができた。学力や体力の向上に向けて、

学校が非常に多くの取組（自主学習コンテ

ストや非認知能力の活用、かけあしタイム、

なわとびタイム等）を企画し、実行している

ことがわかった。教職員が疲れてしまわな

いか心配である。体力の向上で話題にあが

ったのは、放課後に外遊びで公園に出かけ

ていても、公園で集まってゲームをしてい

る姿を見かける。保護者の意識も体力を向

上させるために、外遊びで体を使うことを

意識すべきではないか。また、学力について

も学校の宿題を家でさせてこない保護者が

ある一定数存在していることに嘆く。学級

担任は、放課後や朝の学習前に課題を取り

組ませている。その他にも無料で行ってい

る区の取組「ジャガピースクール、ジャガピ

ーアドバンス」への参加する子どもが西成

区内の他校に比べて非常に少ない。学力課

題を解消できるような家庭を巻き込んだ啓

発が必要だと感じる。 

〇学校生活アンケートでは、おおむね前年度

並や上回ったことは評価できる。睡眠時間

の確保も養護教諭を中心に啓発した結果、

昨年度よりも数値が上回ることができた。 

○学習者用端末は、西成区でトップの活用率

を記録できたことは、学校での日々の取組

に理解が得られた。 



 

 

 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 

 

「全国体力・運動能力、運動習慣

等調査」「大阪市学力経年調査」

「学校生活アンケート」等につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

〇取組により、「１週間の総運動量が６０分未

満の児童の割合を２０％以下にする」は男

女ともに達成できたのは、学校の取組の成

果である。しかし、体力テスト結果を見る

と、握力だけが、市平均を上回り、それ以外

は、市平均を下回ったことをしっかり受け

止め、更なる体力向上に向けた取組を続け

ていってほしい。 

〇「市学力経年調査」では全学年達成とはいか

ないながらも、各目標で２・３学年集団が目

標値（前年度より向上）を上回ることができ

たことは評価できる。 

 

〇PTA の負担は上がるかもしれないが、昔の

ように土・日の学校運動場を開放したら、子

どもたちの体力向上と地域のコミュニティ

ーが広がるのではないか。 

協議 

資料 

○学校協議会 協議資料 

○令和７年度「運営に関する計画 最終評価」 

○令和７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」概要 

〇令和７年度「大阪市小学校学力経年調査」の結果 

○学校生活アンケート（児童・第３回、保護者・第二回） 
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